
第 2 日 (I 0 月 9 日）午前

アルギンと活性炭による放射性廃液処理

（名エ試）＇ 〇田中吉左右・甲田善生

従来種々の吸着剤が放射性廃液の処理を目的として検討されてきたが、ここでほおもに塩の

濃度が高い放射性廃液とくに核分裂生成物の処理について検討する。放射性廃液の除染の目的

で活性炭とアルギン混合物による吸着除去能力を検討し、この結果を活性炭単独の場合あるい

はイオン交換樹脂による処理の結果と比較した。

活性炭とァルギンの混合物は市販アルギン酸ソーダの水溶液を、活性炭を懸濁させた水中に

滴下し、得られた塊状物を 70° C で一昼夜乾燥したのち 1 時間真空中において調製した。塊状

物は一部を 1 N硫酸で洗浄して同様に乾燥した。活性炭ほ市販品を 7 0ー O で同じく乾燥後真空

中に 1 時間放置したのち使用した。イオン交換樹脂はDowex 50 x-4 およびDowex 2 の

いずれも 50~100 メッジユを 1 N硫酸で洗浄再生し、水洗後乾燥して用いた。

放射性の汚染核種として 137cs,90sr-90yを塩化物の溶液、 106Ru,95zr-95N6 

を硝酸塩の溶液として選び、放射性廃液としては1. 5 年を経廻した核分裂生腐物を稀釈して使

用した C 30劣の 1 44ce, 1 0 劣の 147Pm, 3.5劣の 9 Os r, 35 劣の 9 Os r, 3.2%の 106

Ru 2.7 劣の 1 37 Cs e t c. を含む）。

29の吸着体と 20 mi,の溶液を共栓付三角フラスコに入れ、 20° C で 2 時間ふりまぜたの

ち遠心分離する。上澄液 1m必の放射能を蒸発乾固したのちGM 計数管 C 1. 43畷／ば）で測

定した。原液の放射能を測定することによつて、汚染除去率、分配比を求めた。溶液の国H は

試験紙で求めたが、必要に応じガラス電極PH メークーを使用した。

この吸着体をガラス管に詰め5mル／m i n の流速で溶液を流下させ、流下液20m必ごとに

1mtの試料をとつてその放射能を前と同様にして求め、全吸着率を次式から算出した。

全吸着率 (1 - §叩i_/Ao U) X 1 0 0 % 
i=I  
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ここでNは最終フラクションの番号、 Aiと Ao はそれぞれi番目あるいは原液各 1切必の

放射能、 V itまi番目に流下した溶液の容積、 Vはi番目あるいは N 番目までに流下した溶液，

の総退を示す。

汚染除去率と分配比を PH をかえて測定し、担体の存在の有無および 1 価の塩を不純物とし

て含む溶液からの吸着状態を検討した。

5 001鳩中に含まれる 9 Osr が 80喫／L の 8 r Cl 2 を含む溶液から 5 ffのアルギン活性

炭混合物を詰がカラムを通すことによって 75 劣吸着除去されるのに対し、活性炭単独のさい

には同じ条件で36 劣しか除去されないことがわかった。

2 7. パルプおよびその誘導体による放射性廃液処理について

（山陽パルプ）尾上史郎・大久保正道・池田健郎

（広大 理） 0丸子盛久・品川睦明

目 的 本研究はイオン交換能を有するバルプの誘導体について放射性廃液処理の可能性を検

討した。バルプの醗尊体としては、酸化パルプ、及び燐酸パルプを用い主に 9 Osr (9 Oy) 

の除染について研究した。

実験綿状試料 1 ?'を内径 2c勿のカラムに充填し流下方式により放射性溶液を通し、 20”必

または 25 mi,のフラクションに分けて採取後、各フラクションにつき 1 mi,づつとり、これ

を蒸発乾国後計測した。

結 果除染百分率は両者共良好で95 劣以上であった。交換容量は酸化パルプで約2.5

me▽9，りん酸パルプで 3.6 me q/y,であり、イオン交換樹脂 (Amberl it e IR-120) 

の 4.0 me 屯／グに比し少し劣るが、除染百分率は大差なく、その上安価であるから放射性廃液

処理に用いる上に有望であることが分つた。
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2 8. ペントナイト及び沈降剤の併用による放射性汚染除去

（立大理）奥野久輝 有野博文

1. 目 的 さきに本邦産ベントナイトの使用による 7灼容液中の放射性核種の分離除去につい

て研究を行い、陽イオン系の核種に対して極めて有効なことを報告したが、この方法における

困難はベントナイトが安定な懸濁液をつくるため、水溶液相とベントナイトを分離し難いこと

である。今回われわれは沈降剤の添加によるペソトナイトの分離と、あわせて放射性汚染の除

去能率の増大をはかる目的をもつて次の実験を行った。

2. 方法 目盛付 500 coのビーカーに群馬県横川産ベントナイト 5 ?'をとり、之に

144oe(NO 拉 5 水溶液50000 を加えて攪拌する。次に沈降剤の適当最をピペツトでとり

添加し攪拌する。更に PH 試験紙により PH を測定する。時間の経過につれて上部に透明な水

溶液相を生ずるので一定時間毎にこの容積を記録する。 24 時間放置後、上部の透明な水溶液

相から 20C をポリ⇒叩ン製試験管にとり、 Ba i rd At om i c 社のウニル形シンチレーショ

ンカウンターで放射能を測定した。汚染の除去能率は（除去前のR. I の琵）／c 除去後の R.

I の量）＝A、及び除去率をもつて表わす。

3. 結 果 (a)まずベソトナイトの BaCO 3 による沈降効果について試験を行った。 BaC03

はBaOlz と (NH心 2°°3 をベントナイト懸濁液50000 中に当葦に加えて作ったもので、

この結果Baoo3 10me q以下においてはベントナイトの沈降を生じなかった。然しBa012

を単独に探加した場合は4 me qでペントナイトを沈降させることができた。 (NH心 2 ゜ °3

の沈降作用は極めて小さい。同様に Ca003 では 15 me qまではペントナイトカ眈降しないが、

OaOlz のみでは 14 me qで沈降作用を示す。 Mg el2 のみの場合2meqで充分である。然

し Ba., 0 a, Mf/'と (NH 心zO O 3 が当最でなく、いずれかが過剰に存在する場合は沈降作用

が増大する。例えばBaO l 2 1. 5 me q, (NH心 2 003 9me qでは単独に加えても沈降作

用を示さないが、両者を活加すると沈降作用を示す。以上よりベントナイトの沈降に関してほ

炭酸塩の沈降作用とコロイドに対する塩の効果が主に影響をもつものと考えられる。

(b)144ce の除去能率を第 1 表に示した。ベントナイトのみによる除去は 144oe(NO 幻 3

水溶液にペソトナイトを加え吸着乎衡に達した後、 1200 Or pm で遠必分離を行い得られた
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上澄液について測定したものである。この結果より、ベントナイトのみを使用した場合とべ‘./

トナイトに沈降剤を添加した場合とでは、後者の方が幾分か低い除去能率を示しているが、条

件を選べば大体同程度と見られる。沈降剤のみの時は、時として甚だ良好な除去能率を示すが

一般にかなり低い値を示している。

第 表

i 
I 
l ベントナイト
l 

! I Ba oo 3 | 8.4 ~9. 2 1. 5 ~ 1 5 
I 
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2 0.9 

1 5 9 

4. 結 語 ベントナイト懸濁液に Ba 、 o a 、 I“ンの炭酸塩を添加することにより、 ペント

ナイトの放射性汚染除去能率を低下させることなく、簡便に水溶液相とベントナイトを分離で

きることが分った。

〇
ん2
 

放射能除染に関する研究（オ 5 報）バーミキュライトの利用について

（京大化研）重松恒信 （洋水工業所）大塩敏樹

放射性廃液処理として、 イオン交換方式ほすぐれた方法の一つであるが、再生を行い難い場

合には経済的な制約がある。

粘土鉱物にはイオン交換性を有するものが多く、バーミキユライトはこれ等の中イオン交換
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能の大きいものの一つであってわが国においても豊富四産出する未利用鉱物である。

バーミキュライドが同系統の粘土鉱物であるグリーンサンドと同様、強酸性スルホ｀ノ酸型

陽イオン交換樹脂とほ異つた交換の選択性を有し、特にセシウムの交換収着に優れた性質を示

すことば既に報告したが、今回は東北産の原鉱石について交換能力を測定した結果を報告する。

イオン交換容量の測定法には、酸処理を行いH型と LBa2七しょどと置換させ、あるいは水酸

化ナトリウムで陽イオン交換樹脂の総交換容最を測定する方法に準じておこなうことが述べら

れているが、測定方法により結果が異りあるいは酸、アルカリ処理によつて交換体の崩壊が考

えられる。これ等の点から、実用的な貫流能力の測定を目的とし、カラム法でNa~ca交換

を行い一定の ca2＋の流出点を以て交換能力を算定する方法を採った。すなわち原鉱石を吋娩

後 20~60 メッシに選別し、 20 卯叫のカラムに30m必充頃、 3 劣食塩水で再生、 1 D-勾

の ca2~溶液を通し、流出液はEDTA で滴定、 1 D 彩貫流点で打切り 5 回の測定の平均を求

めたo

1 7 個の試料について、ベーミキュライト 1 必 c容稼は原砿石の水洗選別試料の容積を基

準）当り 40 、 1 DO fl'の食塩再生レペルでそれぞれ 0.297~0.5 4 1 me q,/2ni,、 0.411~ 

0. 859 me立叫の値を得た。 1 M塩酸を 3.3 倍使用して H型とした後、I-I-0a 、 Na-Ca

交換をおこなったが、前者では 1o-5]\1 ca2十の交換は困難であるが、後者の場合は同様に

0. 356~0.672 、 0.475~0.89 8 me q,/2叩必であって、処理により交換能力が増し、最高

41. 25 劣の叩由率を示し、流出 Oa2十濃度は 10-5~ 10-7M となっている。

原砿石の見掛比重は 0.8 6~1. 0 3 であるが酸処理により 1 3~5 7 ％容稼が増加した。ま

た 7 試料についての 1 0 5 ー  0 での減葦は 1 0. 4~1 3.6 劣で、塩酸による膨潤率とは逆の関

係がある。外観茶褐色のものが緑色のものに比し交換能が大きいが、化学分析の結果前者は鉄

含最が大きいのに対し後者は 2価の鉄が含まれることがわかった。然しバーミキュライトの成

分は複雑である。

塩酸濃度を 0.0 1~6N として処理すると 4Mで7 6％の各積増加を示し、増加率が極大に

なる。食塩再生レペルを変えて交換能力を測定すると、 4 0 fr／必では未処理の場合の 0.529

me q/m,tに対し 0.2 5 M で 0.5 6 0 meq/~必、 6 0 免／必で 0.6 8 5 に対し 0.2 5 M で

0. 7 6 9 、 1 0 0?／必では 0.8 3 0 に対し 0.5 M で 0.8 7 0 とそれぞれ極大値を示す。 250
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z／必では 0.5 M で 0.9 4 7 me q,/2尻¢なる値を示した。この値は陽イオン交換樹脂例えば

Dowex 50 の実用貫流能力 0.8 0~1.0 5me し伽¢ }こ匹敵し、経済的には数分の一の経

喪となる。

パーミキュライトの交換選択係数の一例をあげると、 Ba2+, Mff 2~<oa2+<K+< 

詞十* sr2+<c 吐<NH方となり、 Os+,』ま Sr2+、 oa2+ ょり交換され易く、また

NH計の交換吸着はH型からは極めて容易であるが、一部固定される。

なお原砿石を 650~1050° C で焼成したものについても交換能力の測定をおこなった。

焼成による交換能力の変化は、 70 0ー C 以上で急激に低下し 1050ー Cで焼成したものは％「“

培o 程度におちる。 137c s 、 9Os r を交換吸着させ、 Ca 形で飽和したものを焼成して

各種塩類溶液に浸漬して溶出試験を試みたが、 10 00ー o 以上で処理したものは殆んど溶出し

ない（固定率 9 9. 9 劣）

3 0. 濾紙電気泳動法による 9Dsr,90yの分離

（放医研） 0河村正一，伊沢正寛

90sr+90yから 90yを分離する方法は種々ある o 演者等は櫨紙電気泳動法により簡単

迅速に 9 Oyを分離しようと試みた。電解液としては酒石酸、クエン酸、マロン酸、シユウ酸、

酢酸、ギ酸、塩酸および、これらの酸にアンモニア水を添加したものを用い、濃度、四H 等を

変え最適条件を求めたところ無担体ではク＝ン酸、マロン酸、酢酸で、また担体を加えたとき

ほク＝ン酸て迅速に分離出来ることが分つたので報告する。方法は特に断りのない限りは東洋

濾紙幻、 2 x 40cm の陽極側から 1 0C1ll,の箇所に試料（ 9Osr-9 Oy水溶液に電解液また

は必要に応じて SrY の担体を加えたもの） o.o o secをスボットしプラスチック板で濾紙を

挟み電圧 10 V;/Cmで 3 0 分乃至 2 時間泳動し風乾後、 1 虚宛切り取り G. M カウンターで計数
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するか、切り取らないでペーパークロマトグラフスキャンナー (GM管式）で計数した。その

結果をまとめるとつぎのようになった。

(1)0. 0 5 M ギ酸、 0. 0 1 M塩酸を酌解液としたときほ→芯分離したが極めて接近しており担体

を加えると分離しなくなる。

(2)無担体の試料は 0.0 5 M シユウ酸にアンモニア水を加えたPH2 と 4 の電解液で分離は最大

となり 2時間の泳動でPH4附近で 90yは原点に止り 9 0 Sr は 1 0虚移動する。

(3)0.1 M酒石酸を電解液としたときは無担体の試料では 2 時間の泳動で 9 0 s r と 90Y の差

は 1 Ocmでアンモニア水を添加すると分離は悪くなる、なお担体を添加すると分離はよくない。

(4)0. 0 5 M クニン酸電解液では 2時間の泳動で 90sr 、 90 yの差は 1 Oc忽でアンモニア水

を添加して PH 2.5 にしたときは 1 3c勿となる。担体を加えても移動距離が変らないのが特長

である。

(5) 0. 1 M酉領愛電解液では 9 0 分の泳動で 9 0 s r 、 90 yの差は 1 7C1Jl,で 3 D 分の泳動でも

6C1Jl,の差があるので分離可能である。なお担体を加えると完全に分離しない。

以上の実験結果から無担体の 9 0 s r 、 90 yの分離に最も適している電解液は、 この実験

の範囲内では 0. 1 M酢酸で、担体を加えたときは 0.0 5 M クニン酸アンモニウム (PH2.5) 

であることが分った。

51．各種土嬢による核分裂生成物の吸着

（池新田蕎•静岡大放射化研） 0桜井忠一郎・八木益男

•塩川孝信

填による核分裂生成物の吸着は、放射性廃棄物の処理や、．フォールアウトによる汚染等で

注目されているので、天然の各種士攘による核分裂生腐物の吸著の特異性を検討しようとして、
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静岡県の土攘を主体として実験した。

5 0 m_tの三角フラスコに土犠試料の 0.5 ?'及び核分裂生成物の水溶液 5 Om,£ を入れ、 19

分間強く振つて混合した後、 1 8 時間放置した。

核分裂生成物の吸着率についての従来の算出法は添加した核分裂生成物を 1 0 0 として何れ

も容器による核分裂生成物の吸着を無視している。しかし予備実験の結果容器への吸着量を無

視すべきでないと考えたので、本実験に於いては、土に吸着されている核分裂生成物と液中に

残存している核分裂生成物との合計を 1 0 0 として土に吸着された核分裂生成物の劣を算出し

た。

実験結果（1) 混合核分裂生成物の吸着 従来の研究で、置換容量の大なる理由で注目され

ていたモンモリロナィトを主成分とするペントナイト、酸性白土の吸着率は本実験に於いては

夫々 4 D 劣、 8 0 劣程度の比較的低率を示した。しかし、静岡県富士郡の浮島村字愛麿の火山

灰の混合した繊維質泥炭を主な鉦材とする水田土蛾及び、静岡県浜名郡の三方原村の洪積層畑

土螂え夫々 94 劣 c 士 1 劣）、 94 劣の高い吸着率を示した。尚その他の水田や畑土壌も

9 0 劣前后の吸着率を示した。

(2) 137cs と 106Ru - 106Rh の吸着

特に注目されたのは、静岡県奄原郡蒲原町の富士川沖積物を主紐材とする秋落水田土攘であ

る。即ち前項に示した浮島村の士漿が 106Ru-106Rh の吸着率が 8 0 劣余と高いのに対

して、この富士川沖積土睾ま 60 劣程度と低いのである。

しかし逆に、 13 7c s の吸着率は浮島村の土譲が 82 劣であるのに、富士川沖積土螂ま86

劣と高いのである。而もこの土壊は粘土の含量は少く細砂が 4 4.6 劣もの多量を含むものであ

る。そこで富士川沖績士猿力,137cs の吸着率の高いのは、含まれている片状結晶の結土の

一種ィライトであると考えてその片状物質をとり出しそれを主とする土で実験した所、 137cs 

の吸着率が 9 4 劣の高い吸着率を示した。

6) 共存塩の吸着に及ぼす影響

浮島村土壊と混合核分裂生成物を用いて実験した所、 HN°;i、 01—、 NO万、 S02- tま吸倍

率に関係ない様であるが、 ca2十は土壊 1 0 0 ?'に対し 1 O me q程度までの少量の添加ほ

吸収率を増加させた しかし C2,2+、や PO~一．の多鵞の赤加は吸羞率の低下をきたした。
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3 2. イオン交換樹脂によるフォールアウト中の Sr - 90 及び Cs -137 

の分析法

（放医研） 坪田博行

フォールアウト中の Sr-90 及び Cs-137 (l_)分析法ぱ多数報告されている。これらは煩雑

な操作を含み、かなり熟練を要する。演者は殆どイオン交換樹脂のみにより、グラム程度の試

料中の Sr-9 0 及び Cs-1 3 7 を簡単に分離する方法を研究した。この方法によれば、 Sr

キヤリヤーを加えずに操作ができるので天然の Sr含量の定量も容易であり、又フォールアウ

ト以外の試料中の Sr-9 0 などの分析にも広く応用できる方法であろう。

A 本法は次の 2 つの基礎的な研究結果に甚いて得られた。

1) Fe 3+、 Al3十 などの I湯イオン交換樹脂中における加水分解。陽ィオン交換樹脂に吸

着させた種々の全属イオンをカルボン酸のアンモニウム塩で溶出する場合に、 PH を酸性から

順次高めて行くと、溶出が早まる。しかしながら Fe3十！まpH 約 5 以上、 Al3+i文 PH 約 7 以

上になると急に溶出されなくなる。この現象はFe3+、 Al 3十などが樹脂に吸着された状態で

カ詠分解される結果であると考えると解釈できる。このことから、 PH を或程度以上高くした

醐諏を用いると、 Fe3+、 A13十のみならず、 Zr とか希丑貧元素なども樹脂中で加水分

解させ溶離しにくい形にし得ると考え、このための PH i諦勺7 であることをたしかめた。ギ酸

アンモニウム、酢酸アゾモニウムなどをそのま L 水に溶かしたときの PH ほ約7 であるから、

これらの溶液を特に PH の調節をせずに用いることができる。

2) 有機溶媒の添加による金属イオンの Kd の変化。有機溶媒を加えた系の陽イオン交換tこ

於てほ、各金属イオ‘ノの Kd が水の場合に比べて変化し、その変化の仕方はイオンの種類、溶

媒の種類により異なる。即ち、アルカリ金属では有機溶媒の添加に従って Kd が増加するが、

アルカリ土類金属でほ逆に Kd の減少の度合はCa ほ甚だしく、 Sr vま余り変化しない。又、

Ca と Sr とにおけるこの様な差はメチルアルコール、ニチルアルコール、アセトン、セロ‘J

ルブの様な有機溶媒の添加の時にあらわれるが、ヂオキサゾの添加の時にはみられない。これ

らの事実から、有機溶媒の添加ほアルカリ金属の場合にほD.Kの演少と云 5 点で効果があっ

たが、 Ca やSr の場合には、多分溶媒分子と Ca や Sr と力噌げオンを作るために生じる効
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果であろうと考えられる。こ上でば実用的な雨から、酢酸アンモニウム ー メチルアルコー

ル系を用いることにした。この系に於て、 Ca と Sr の分離効果が最もよい混合率はアルコー

ルの容量百分率として40~60%である。

B 分離定量操作の概要

カラム： Amberl it e CG-120、 100~zOOmesh 、 ¢2.o x 1 5c叩、 H型

溶離液： I, 2M酢酸アンモニウム：メチルアルコール＝ 1 : 1 混合液

耳， 2M酢酸アンモニウム水溶液

1) 塩酸抽出液の乾涸物に 5 NIi 01 を 5~1 0 ml 加えて溶かし、水を加えて 3 0~5 0 

ml Iこする。これをカラムに通した後、水洗する。

2) 溶離液 I, 3 0 0 ml を通すと Na+、 K+、 Mg 2+、 ca2十が溶出される。

5) 溶離液 II,220ml を通すと、 sr2十及び ca2十が溶出される。

4) Ba 2+、 Fe3+、 A13 十、 希土類等ほ樹脂に吸着されたま上である。 4NHC1、約 5 DO 

ml でこれらを溶出し、樹脂を再生する。

5) 3) の溶出液中の Sr の最を EDTA 滴定法で求めた後、 Sr キャリヤー及び Cs キャ

リヤーを加え、 EDTA を分解しこれに Na2 003 を加えて Sr co3 を沈殺させる。 沈

澱中の Sr-9 0 を測定する。

6) 4) の濾過液を加熱、液量を峨じた後H 0104 を加えて CsC 10 4 を沈澱させる。

Cs-1 3 7 を測定する。

上記の方法ほ乾涸した塩化物の重量 (W) が1.5 ff r 以下の場合に適用できる。もし、 w>

1. 5 の場合は次式より、カラムの長さ Lem 及び洛芯液の量Vml を求めることができる。

L~1 D+SW/ 1. 5 及び V=v0+L/1.5 

但しVo は 5) 又は 4) に示した溶離液の量。
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5 5. フォールアウト中の 9 0sr の分析法について

（東大理） 横山裕之 • O檜山哲男

フォールアウト中の 90 srの分析を行う際には、多撮の鉄、アルミニウム、カルジウムなど

が共存するため、分析の繰作が難しくなることが多い。そこで予めこれらの元素の大部分を簡

単な方法で除去することができれば都合がよい。

著者らは陽イオン交換樹脂と EDTA とを用いて比較的容易にこれらの元素からストロンチ

ウムを分離する方法を考案したのでその結果を報告する。

方法の原理は試料溶液I'こ EDTA を加え、 PH を過当に調節して、鉄、アルミニウム、カル

｀ンウムなどの大部分を錯蔭イオンの形にし、一方ストロンチウムを陽イオンの形にする。この

溶液を陽イオン交換樹脂柱に通し、ストロンチウムのみを樹脂に吸着させて分離を行う。

実験には．実際に取扱う試料に近い条件で試験するために、合成試料を作成した。合成試料

ほFe( 皿）5 4 D畷 Al 27 Q7il't、 Ca 80 □m<J、 Mf 3 30 mg、 Na1300 呼、 K33 0 me;を

含む塩化物 1 0 ffで、これは大体、 1かの面稽に 1 箇月降つた雨ポを蒸発乾固し、これから塩

酸抽出を繰返えして得た分析試料に相当する。

樹脂ほDoweX50-X8(200~4 0 0 メッジユ）を用いた。実験ほ合成試料の塩酸

C 0.. 1 N) 溶液に 9Ds r C またほ 450 a) の卜 Vーサーを加えて、樹脂柱に通し、その際の樹

脂柱の条件、溶液の PH 、洗液、ストロンチウムの溶離液などの条件、および分離の結果につ

いて調べた。その結果、つぎのようなことが判つた。

(1) 輝旨は H形ほ不適当で NH4 形が遼当である。

(2) 樹脂柱の大きさほ塩化物 1 0 ffに対して 40 飢 1 の樹脂を用いれば良い。

6) 樹脂柱に通す試料溶液の PH ほ 0.4 が適当である。

(4) 洗液および溶離液は図DTA 0.1 M、酢酸0. 1 M を含む溶液を用いたが、洗液としては

PH4Dが、ストロゾチウム溶離液とLてほPH 6.0 が適当である。

(5) 1 回の繰作で、ほぽ完全に鉄、アJレミニウム、カルジウムからストロンチウムを分離す

ることができる。この際、ストロ｀ノチウムの回収率も良好である。

以上の結果をまとめて、雨水中の 9倍 r( ⑮Srも含む）の分離法としてつぎの方法が適当と
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考えられる。

塩酸抽出 蒸発乾固
雨水蒸発残留物一 • ／、 塩化物 (10?-)

塩酸
．．テ

塩酸 0. 1 N溶液 ．酢酸で 0. 1i1 > 国 D T A-4-H, 1 6 f/‘ アンモニア水

PH 4.0 液蓋 ろ 0 0~1 0 0 ［］匹¢ |陽イオン交換樹脂柱DoweX50-X8、 NH4 形

4 0 ml] 通過 洗液（1 ） 5 0 0 ml  溶離液（2） 1 5 0 m l 
----―丁―ぅ～ 1 ? ! 

←→通過液 →洗出液 ’→ Sr溶出液

疇(4N) t,OOm; 再生塾竺ンモニウムこ竺這邑 NH直

洗液（1) EDTA0.1M.. 酢酸0. 1 M を含む溶液、 PH 4.0 

溶離瑕2) 仝上 PH 6. 0 

3 4. 仙台附近の農村における総合食品中の 90sr の濃度

（東北大理） 瀬戸邦夫 0武部雅汎

仙台市北方約 2 0 Km に位置する純農村宮城県里川郡大和町より 1958 年6 月ー 7 月に農

村向献立に従つて総合食品材料5 人 2 週間分を集め、之を主食 c 玄米、麦、計 3 5.0 K fj)、

副食（野菜 1 1 種、豆、淡水魚、計4 1. 6 Kff)、水（雨水、濾過す、 1 4 0 Ji)の 5 部分に

冦ljし、各部分における 90sr の濃度を測定して之より総合食品中の90 Sr濃度を求めた。分

析方法は試料を灰化後塩酸に溶解、残漆ほ更に灰化して塩酸に溶解する操作を繰返して溶液と•.

し、、蒸発乾涸して珪酸除去の操作を行しゞ塩化第二鉄を珈文燐酸を燐酸第二鉄として沈澱除去

し（燐酸第二鉄ほ塩酸に溶解再泥殿を行った。）アルカリ土類金属をヽンユウ酸塩として沈澱さ

せる。シユウ酸塩を灼熱して炭酸塩にかえ硝酸に溶解し、数回発煙硝酸法を行つて Sr を Ca

より分離し、硝酸ストロンチウムを水に溶かしてクロム酸バリウムによつて汚染核種を除去し

た後炭酸塩として面殿濾過する。之を放置して 9□8 r-9 Dyの放射乎衡が成立した後硝酸に溶
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解唸を水酸化鉄に捕集、 B計数によつて測定し 90sr の濃度を求めた。結果ほ総合食品全体

における 1 人 1 日当りの Ca 嚢は 1 0 5 8 叩、 Sr 量は 2.2 8 mr;、 90s r ほ 5.5 9 µµ,o、 5.28

s. u. で、 3 部分のうち水の部分に最も 90s r が多く、次いで副食、主食という順序であっ

た。
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5 5. 1 9 5 8 ~•j 9 5 9 年、新潟市における Sr-90 の降水量とその季節

変化

（新潟大、理） 小山誠太郎〇外林武

I 分析法の簡易迅速化。分析操作迅速単純化するには、沈澱、瀾過等の操作をできるだけ省

略することが望ましい。このために EDTA を穏蔽剤として用い、 Fe.. Al- 其の他の重金

属を錯イオンとして溶液中に溶存させたまゞで、p H~4.0 で cao2 ゜ 4 の沈澱を作りこれ、

に sr を共沈させる方法をとった。このとき Ba や希土などもいく分共沈してきて S 功瑾汚染

される広これらは前報（第 2回放化討論）に述べたような NH40ACーメタノー）v, NH 3 系の

溶離液で除くことができる。改良された要点は次の通りである。フォールアウト、 見4一述既

処理溶液に(1)2 0 o/o Na O Ac を酢酸鉄の赤掲色が現われ始めるまで加える。 (2)固体凹 DT A 

~5?' を加え、凹 DTAの反応を完了させるため溶液を暫時煮沸後、温修酸液（含シユゥ酸ア

ンモニユウム～ 49) を加え、 P直を～ 4.0 に調節L,. 4 時間以上放置。 (3)沈澱を灰化。

Hcc(1:1) の小過剰にとかL, F詞（～ 5m y)を添加し、アンモニア水ジユウ酸塩

として共沈した希土を FB (OH) 、と共に除く。

:n: 5 8年 4月～ 5 9年 3 月までの新潟市 (3 8 ー  N, 1 3 9ー E）における sr-90 の降水

量を次の表に示す。

降・水量 sr-90 
試料採集期間 (mm) (meパm2) (µµc／必

5 8 3.2 9 ~5. 1 D 1 4 7. 3 1. 1 6 9 8. D 
5.1 •j ~5. 2 3 5 3.5 0. 4 5 8 8. 6 
5.2 4 ~ Z 2 1 0 4.3 0.8 1 0 7• 8 
7. 3 ~7. 2 7 5 7 1. 9 2. 1 2 4 -1-. 5 
7. 2 8 ~8.2 6 2 5 0.6 1. 0 4 1 4. 2 
8. 2 7 ~ 9. 3 0 3 5 6. 7 1. 3 4 4 3.8 
1 0.1 ~ 1 0.• 51 2 D 6. 9 □. 4 9 5 2. 3 
1 1. 1 ~ 1 1. 3 D 2 1 4.0 1. 1 1 8 4.9 
1 2. 1 ~ 1 2. 3 1 1 8 6. 9 1. 0 7 2 5. 7 

5 9 1. 1 ~ 1. 3 1 2 5 6. 3 1. 2 6 6 4.9 
2. 1 ~2.2 8 ｷ 1 2 9. 6 1. 0 D 0 7. 6 
3. 1 ~3. 3 1 2 1 4. 2 1. 7 3 9 8. 0 

5 8. 3.2 9 ~5 9. 3.3 1 2 6 9 2. 2 1 3. 6 3 6 5. 1 （平均）
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sr-90 の年間降下率は約 1 3. 6 meバcm2y で、前年度の 8.0mc/Km2 y-の1. 6倍強であ

る。これは降水量も多かったこともさること乍ら、何んと云つても此の期間多数回の核実験が

行われたことが主なる原因と考えられる。しかしこの~ （例えば東京では 5.

2 
3m c/Km"- y)の 2~3 倍と云ふ大きなものとなっている。この理由は新潟地方の降7ば屁の

大であるユ士、口線に多く降ることのためだけではない。 更に日本にくらべて降雨回数が多

く、その放射能強度も数（音のものもある事実にもよるものと考えられる。

次に Sr-90 の降水中濃度の季節変化について 5 li 3 月から 5 9, 6 月までについて調べて

みると 3~5月に極大、 7~9月に極小を持つ変化をしている。これは成層圏、対流圏間を通

じて行われる大気の水乎移流と垂直運動を含む大循環の盛衰の希節変化に重大な関係があるも

のと考えられる。他方高層気象の研究の結果から、大気オゾンの中緯度地帯における季節変化

は春に極大、秋に極小を持つて変化することがわかつている。この両者の季節変化の類似性は

フォール・アウトの降水機構を解く有力な鍵を提供しているものと考える。

12 
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3 6. 海水中の Sr-90 について

（東教育大理）三宅泰雄．葛城幸雄

（気象研）猿橋勝子

海水中の Sr -9 0 の分析については、三宅、杉浦（ 1 9 5 5) が、 ビキニ水域で採取され

たものについて行った。

その後、 BOwen、 su gi hara( 1 959) は太平洋の水について、 versene を用い

てカルシウムおよびマグネシウムを穏蔽することによつて Sr -9 0 を測定した。日向野（ 1

9 5 9) は太乎洋の海水についてカルシウムおよびストロンチウムを炭酸塩で分離いストロ

ンチウムを発煙硝酸で単離した。

海水中に微羞に含まれる Sr ..c. 90 を正確に定盤することはかなりむずかしいことである。

その原因は多彙のマグネシウム、カルシウムの共存による妨害である。

演者ら l文三宅一杉浦、 BOwep.-SUg ihara_ 日向野らの分析法を検討した結果、三宅

杉浦たちが先に用いたシユウ酸塩による分離法がすぐれていることをみとめたので、これに基

いて、微董1) Sr-90をふくむ海水の分析法を確立した。

この方法によれ心数十リットル乃至数百リットルの海水から 8 0 茄の収率で Sr -9 0 を

疇することができる。ツユウ酸塩D分離法を確立する前に図DTAによるマグネシウムおよ

びカルシウムのマスキングを試みたが、その試みはすべて失敗に終った。その埋由は収率が甚

だ不安定で、再現性にとぼしいことによる。

シユウ酸塩を用いる方法の分析順序は次の通りである。放射能は 2 0 虚の鉄板とテンチコイ

ンツデンス型ガイガーカウンターでとりまいた薄膜ガイガーカウンターで測った。
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海水中の sr-90 の分析順序
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目下この方法により、北太平洋の数箇所の 7灼こついて Srー90の分析を続行中である。
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3 7. 放射性落下物と気象との関係について

（東教育大理） 0三宅泰雄

（気象研）猿橋勝子．葛城幸雄．金沢照子

三宅、猿橋、葛城（ 1 9 5 8) は、成層圏から対流圏への人工放射性物質の移入のメカニズ

ムとして、局地的な大気じょう乱の影響を指摘した。もし、その影響があるとすれば、鉛直方

向之大きいじよう乱を伴う寒冷前線型の降~より多くの放射性落下物がもたらされ

るであろう。小山外林両氏 (1959) は、新潟の放射能雨について、寒冷、温暖両前線を

比較し、放射能は寒冷前線型に多く、温暖前線型に少ないことをみとめた。演者らは東京の雨

について同様の研究を行ったので、その結果を報告する。

東京では、年間 1 4 D 0 万至 2 0 D 釈，7iの降雨があり、放射性落下物の 90 伶は、 これらの降

雨によりもたらされるので、雨の型により分類し、放射性落下物との関係を求めたo 落下物の

放射能はSr -9 0 に換算して比較を行った。また、雨量の影響をのぞくために、三宅、杉浦

猿橋、金沢（ 1 9 5 7) の用いた方法により気柱内の放射往物質の濃度を求めて比較したo

温帯性低気圧が北緯4 0 度より北を、東北進する垢合は、顕著な寒冷前線を伴うことが多い。

寒冷前線ぞいの雨は一般にしゅぅ雨性で雨量が少ない。このときは、大気の上下方向に大きな

じょう乱があ否と考えらね雲は垂瓦方向に 1 OKm も発達することが多い。降雨時間が短かく

て、雨滴り吠きい匹雨即誤甘性物質の降水量は小さいが、比腹漕甜1(SrlO即c,;:砂）は最大

を示すo

低気圧が北緯4 0 度より南を東北進或は、東進する場合は、

1. 温暖、寒冷両前線の影響をうける湯合、

2. 温暖前線のみの影響をうける場合、

ふ本邦南岸ぞいの停帯前線による場合、

がある。これらは、一般に混暖前線成分がまざつているため、地雨性で降雨時間が長く、雨蓋

も多い（平均 2 0 mm~30 四ヽ）。この時は、降雨時間が長く、常に新しい空気の補給があるの

で、 sr-90の降下景は大きいが、比放射能値は小さい。

寒冷暉泉に伴う雨は、雨量心全雨量の、 1 0 ％以下であるが、 sr-90の降下量におい
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ては、全体乃約 3 0 ％をしぬこの型の降雨広大気中の汚染を能率よく地上に連ぶことを

示している。
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第』日 (I 0月 9 日）午後

3 8. ビキニの灰の放射化学的研究（第 4 報）

a 放射体について

（静岡大放射化研）塩川孝信・八木益男

昨年の本会においてはビキニの灰中の長半減期核種及び誘導放射性物質にづいて報告した。

しかし 0 放射煩こついては、その詳細は検討しなかったので核分裂より 5 年后にその分析を行

った。分析は担体法とイオン交換樹脂法によつて行い、核種の確認はプロボーショナルカウン

ターと a線スペクトルを測定することによって行ったo

分析試料は漁具であるポンデン竹先端のシュロを今回新たに灰化して用い、その灰 1 D fl'を

硝酸に加温して溶解し、不溶性残査は炭酸ナトリウム潜盈后同様に硝繭こ溶かして合併した。

担体を添加后蒸発乾固して、先ずルテニウムを過塩素酸蒸溜法で分離し、次いで珪酸を除去し

た。硫化物族を 0.3 N 酸性で硫化水素によって分離したのちアンモニアで水酸化物を沈澱させ

えられた沈澱を硝酸にとかしアンモニアで再沈殿した。沈澱に5%塩酸ヒドロオキシ？レアミン

5 滴を加えて撹拌し、プルトニウムを5 価に還元したのち、少蝕の塩酸に溶解し鉄をイソブ

ロビールニーテルで抽出除去した。次いで溶液を殆んど蒸発乾固し残演を硝酸4 滴を含む9N

塩 1 D mHこ溶解し、プルトニウムおよびネプツニウムを 4価に酸化した。その溶液を陰イ

オン交換樹脂に通し、少証の硝酸を含む9N 塩酸で洗浄し、希土類元素を分離した。次いでプ

ルトニウムは沃化アンモニウムを含む9 N塩酸で、ネプツニウムは3N 塩酸で、またウラニウ

ムは、 0.2 5 N塩酸でそれぞれ溶出分離した。各フラクションは蒸発乾固しプロポーショナル

カウンターで測定した。

その結果、ブルトニウムフラクションから7380o p m、ネプソニゥムフラクションから

80c p m、ウラニウ・ムフラクションから 5 c p mの“線が検出された。他方8放射体につい

ても分析を行った結果、 1 0 fl'のシユロの灰から次の表に示すような長半減期核種が検出され

た。
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核 種 半減期 検出丑 核 種 半減期
検出最

(c "Pm) (C Pm) 

600 0 52 年 3,000 1窃os 29年 2{> OD 

90 Sr 28 年 15,000 1先8 (144 pr) 2 85 日 37,000 

芍 64 時 15,000 宅m, 15冦u 2.6年，1.7年 8,000 

1~u (106Rl:V 印 1 年 3 1,0 DD 237. Np 2.2 X 10 6年 80 

12知
2.0年 40 00 239 pu 24360年 7,380 

1守e 53 日 4000 I * lJ, 

3 9. 降水中の 7晒について

（東教育大理） 三宅泰雄 0 大塚泰郎

宇宙線によって大気中に生じた 7Be （半減期 5 3 日、 0.4 8 M ev r) が降水中に存在す

ることを、 Arno la.等（1955) が予測し且つ実測した。 (1)その后各地で雨水、 (2} (3)、 (4)雪

(5)、空気(6)の試粋こついて測翠行われ、また7Be の生成に関する理論的な考察(7} (8)もな

されていて、 Lal 等 C 1 9 5 8) は大気柱の断面積 1 cnf当り毎秒 7 X 1 0 ― 2 個の 7 Be の

原子が生成されることを導き出した。 (8) 7 B e'の測定には、降水試粋こベリリウムと鉄のキ

ヤリヤーをくわえたアンモニアで共沈させて上澄を傾しやし去り、沈澱を塩酸で溶解して不溶

御塵埃を譴過し去り、瀧液を強アルカリ性にしてキヤリヤーの鉄及び第三属を7矯紐；物とし

て沈澱させて除き更に硫化アンチモンによるスキャペンジを 1 皿水酸伯朕によるスキャベン

ジを 2 回行って、核分裂生成物による汚染を取除く。最后にア）レミニウムを除くのに酢酸ーク

ロロフォルムによる抽出を行い、濃硝酸で硝酸ベリリウムとし焼灼して酸化ベリリウムにし
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て重姓を秤って収率を求め、謹紙上に乗せて計数する。使用した言慢文装置は島津製のシングル

チャンネル r線スペクトロメーターでシンチレーターはHarshow の 1 ｼ "｢ X 1 ｼ" l 0). 

沃化ナトリウム、光竜子増信管はDumon t 6292 である。尚、 GM計数管で汚染を闘ペ

る。

降水飼料3651 を広さ 1 2 m 2 の塩化ビニール製の屋恨で採取し、測定の結果4. 1 士1.5 

c p mの実測値を得て、降水中に 7Be が存在することを確認した。尚、そのときの収率は 1

4 気GM管による測定では汚染はなかつた。

その后は、試料を四l3 ~こしてベリリウムのキャリヤーをくはえ、陽イオン交換樹脂(IfJWex

5 0 、 X-8) を通して塩酸で溶離し、陰イオン交換樹脂 (DOwex 2、 x-10) と、亦酸化

鉄によるスキヤベンジ、及びアセチルアセトンーベンゼンによる抽出によつて汚染を除去して

測走を継続中である。結果について気象学的な考察を行いたい。
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4 0. 最近の 5 0 年間に於ける大気中の放射性炭素の濃度変化の測定

（学習院大理） 木越邦彦 〇 富倉芳雄

最近の 5 0 年間の 140 の大気中の存在葺については、いわゆる sues s 効果によつて 1 90 

0 年頃から 1945 年近くまで減少を示L.. 1945 年以降、現在に至るまで核兵器の実験に

よつて増加を示すことが、いまょでに少数の測定例であるが確められている。これらの変化は

疇的にも異ることが考えらねまたその変化最を正確に測定することは地球化学的な問題に

ついても、また放射線障害に関する問題についても重要なデーターを与えるので本測定を行っ

た。

試料としては、所在と切り取った年月日の明確な樹木について、年輪を順に切り取り、 5 0 

年前から現在に至る一連の試料をとつて用いた。

測定は試料をアセチレンガスとして一気圧の下で比例計数管 (400ml) に入れ、 B 線の

測定によって 14 C の濃度測定を行った。測定についてはアセチレンの製法及び計数管の特

性などについて詳細に説明する。

得られた結果は、大阪市郊外及び秋田で生育した樹木についての測定結果を報告する。これ

らの試料についての結果は、北アメリカ及びニユージーランドで測定された結果と大体一致す

る。

-56-



4 1. アルカリ溶液におけるテクネチウム C IV) の析出電位と 99T C の

0. 3 Me V [3—標準線源の製作

（東大教養） 杉浦二郎゜湯本 浩

トレーサー用標準B単一線源として 9 9 T cvま半減期の長いこと、単ーニネルギーの B 線放

出核であることにより、薄い金属板上に電着できれば、均ーで自己吸収や後方散乱の少い標準

試料となり得る。筆者らは TOl i o tの電解槽を用いて、 K99Tco4 溶液より 5 し1 厚の銀板

上に 9 9 TC を電着させ、｀その際霞浩物の B放射能を測ることにより、電着速度及び電着の完

了を測定確認した。この結果、白金，銀及び銅板上へのテクネチウムの霞着最大拭は冠解液中

に存在するテクネチウムの全且と見倣すことができること、陰極電位一—電齊速度法を用いて

過テクネチウム酸の還元による折出電位を一 0.7 5 V (Us. S. C. E) と求め得た。又霞

着完了後寇流を切断い陰陽極を短絡して冠着テクネチウムの水酸化ナトリウム中への溶解速

度としらべると極めて大きいことがわかった。これらの結果から電着テクネチウムは酸化テク

ネチウム（四） であるとして、 （金属テクネチウムは過酸化水素、水酸化ナトリウム溶液で

とけるがアルカリだけではとけにくい。）

電解の反応過程は

Tco;ｷ+4H+ +3e=Tco2 +2H2 ゜

凹 o= +0.7 55V(VS.N.H. 四）

とすることが出来る。
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4 2. 表面汚染計用標準試料

（電気試験所） 由良 治・前田浩五郎

揺線疇防止のための汚麟測定Vこ用いるいわゆる表面汚染計に就いては既にJ ISZ4

303~6}こ規定され、各種の方式による測定について夫々その規準に関するとりきめが行わ

れている。この規定では汚染計用標準材料として U3 ゜ 8 を一櫛こ金属板Vこ“線の自己吸収を

無視し得る程度に塗附して作製し、使用することになって居る。その塗附面積は 5 O ci以上で

謡能強度としては300d p m以下である琳が必要で、更に補助的標準としてR aD ＋団十F

を使用してもよい事が規定されている。吾芍ま之等の標準試料の作製について種々吟味し、

所期の結果を得たので報告する。

先ずu o についてはJ I S の規定が極めて少い放射能歳であるため、 5 0 ばに一様に塗
3 8 

附する事については余り良好な結果は得られなかつた。それで電解による金属表面えのいわゆ

る鼈着による方法について吟味した。金靡昔体としては cu 、 pt、 A g ‘A1 、p d等を用

い、電際夜は 0.2 M 篠酸アンモニウム溶液に酢酸ウラニユム 0.2 5 呵／ ccU を溶解しアンモ

ニアでPH を 8.0~8.5 に盤えたものを用いた。電解は常温で、電流密度 2 0~40mAで行

いこの結果、 A g、 Pt ‘G u 、 P g‘凸の順で電羞状況がよく、 Pd‘A lVこ於ては余

り良好な結果ではなかった。之等について二冗ガスフローカウンクーにより、 a d e c a yi,こ

ついて絶対測定を行い、各金属について30~100d p m／母のものを得ることが出来、J

I S 規格を充分に満足するものを得た。

又R aDについては、硝酸鉛の 1 哨／ 1cc p:bの硝酸酸距容液にゼラチンを少抵添加した

、ものを電解液とし、 2 m A／函の電流密度で 4 時間程度の電羞を行った。バラジウム張り銀板

を陽極とし二酸化鉛の形で電着しているのであるが、蹴流密度が過大であると、一旦附羞した

ものが却つて剣離し、粗面となり密羞性が良好でなくなる傾向がある。放射能の測定はウラン

試料の場合と同様に 2 冗ガスフローカウンターを用いたが、一部については、崩かい量既知の

R西標準詞僻との 0 線についての比較測定を行った。このRaD試料は¢線用の標準としては

適当である力‘ a 線用のそれとしてほ R aF が放射平衡に達する迄長時間を要する不便さがあ

るが、然しウラン標準試料に比較して広範租の放射能強度の標準試料を得ることが出
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来る。

4 3. 吸収法による a 線ェネルギー測定の試み

（静岡大放射化研）塩川孝信・波多江一八郎・長谷川囲彦

荷電粒子のニネルギーの正確な測定は磁均あるバま鼈楊による偏倍でなされる。吸収曲線に

よって行われる方法は磁場および電場による偏僑程の精度は得ることができないが、大がかり

な装置を必要とせず比較的簡易に行うことができる。しかし理論的にはとぽしいきらいはある

が簡単な方法として a 線のニネルギー測定の方法として吸収法をとりあげた。

a 線源としてバラジウム鍍金した銀板上に蒸着された 210P c とビキニの灰より分離された

239Pu をガラス皿にとったものを使用した。痴反体に用いた薄誤まポリニチレン膜、 コロ

ヂオンを酢酸ァミル溶液にとかし水面上に落し乾燥させた薄膜を用いた。 a 放射能の測定は理•

研製ローリッツニン検電器を用いておこなった。

毎回の測定においてヂオメトリーを一定にするために同位置に試料を置くことは勿諭のこと

さらに C 線を小さい孔を通して進行方向一定のもののみを測定するために試料と膜の上に、直

210 
羞蒻Z",JOのIj守Lのあいたアルミ板をのせた。同一条件に於て得られた 2 つの曲線(L.lUP 。,

23咎u )については、測定試料の状態、厚み、試料皿、試料と検電器の間における散乱等に

よって決るものであるがこれらのものを定最的に関係づけることは困難であるので定性的な検

討をおこなつた。

a 線の吸収曲線で今迄得られた結果ではポリニチレン膜では指数函数曲線を描くが、比較的

薄いコロジオン鵬こ於いて厚みをましていくと放射能の強さが急激に減少する曲線を描く、又

2 つの放射線源から試料皿による影響は C 線の後方散乱が大なる程急激に減少する曲線を

得た。これらの吸収法により飛程を測定し、ニネルギーを求めた。
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4 4. トリウムの計数法に関する研究

第一報 フローガスおよびサンプリングについて

（都立大・理）佐々末恒孝〇付松三男・今村重祥

トリチウム（ 3 耳）は、その B 線のニネルギーがとくに弱いために、確実な測定方法や測定

条件がきまつていない。従来、気体計数法や液浸シンチ Vージョン等による測定が報告されて

いるが、これらはいづれも特殊な装置を必要とし、あるいは特殊な技術上の困難をともなう（例

えば気体計数におけるmemor汲力果）欠点がある。また実験目的によつては、試料を固体、

または液体のままで計数しなければならない扮合がある。このような事情をも考慮して、

oc tadecane-1-3H を試料とするトリチウムの固体、および液体計数の研究を行ったo

3 oc tadecane-1-"H は oc t adecanol から作つた o ct ad e c Yl rragnesium 

brom i de と 3H20 の反応で作った。フローカウンターは日本無線医理学研究所の DC

-1 0 0 1 型 2 冗カウンターを用い、フローガスは、メクン、スタンPP （東亜燃料製、プロ

パン十プロビレン）、スタンBB G::,プタン十プチ V ン）、市販プロバンガス（燃料用）等

の炭化7応哲類を用いた。

得られた結果を概略すると、つぎのようである。

1 、 炭化水素ガスはフローガスとしてすぐれた性能を有する。そのプラトーの幅はQガス

やPRガスより広く、特性曲線の再現性もかなり良い。市販プロパンガスも同じょうな

傾向を有し、価格の低廉なことから、その利用価値は大きい。ただこの楊合、ボンベの

封切直後のガス（前溜分）にくらぺると充分使用したあと（後溜分）は Ga in がいく

以蛉るが、実用上はたいして障害にならない。

2 、 ガスはフローラー中 oc t adccane ~こいくらか吸収されるが、それによる計数率の

変動はほとんどない。

5 、 炭化7灼侭ガスに水分を含ませると、計数特性は立上り部分でいくらか変化するが、プ

ラト一部ではその為の影響は全くない。これは、水と共存し、または水にとけているト

リチウム標識化合物をそのまま計数することを可能ならしめるものである。

4 、 oc tadecane-1-3H の盤を増加させると、計数率は最初、みかけ上の厚さ（
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sample thickness )に比例して増加する(in fi n it el y thin 

re gi on) が、大体 1 0 0 ｵg/cnl 以上の sam p le t h i ckness では増加率は

にぶり、ついには厚さには無関係にほぽ一定の計数率を示す領域になる( inf:inite取

thick reg ion) 

5 、 inf'initely thin re gi on では的科のひろげ方、物理的状態、その他の諸

5 、5
条件に無関係に、試料の量だ汁で計数率はきまる。 oc tadecane-1-~H か H2 ゜

から定最的合成可能なることを考慮するとき、この領域の利用によるトリチウム定量の

可能性が、 この実験事実から暗示される。

6 、 これに対し、 in ヂin it e1 y thick re gi on では計数率は試料表面の微妙な

変化によってもいちじるしい影響をうける。これはオクタデカン中でわずか数µしかな

いトリチウムの最大飛程に基因するものである。

4 5. 天然産カリウムの放射能測定

（神奈川県工業試）小泉 勇

カリウム中に 0.0 1 2 %存在する放射性核種 40K の放射能を検出して、カリウム含最を決定

する試みについては、既にいくつか報告があるカヽそれらの報告では、 r 線に対する計数管の

計勁扮率が極めて低いこと、 4母から放射される r 線が全放射線の 12%にすぎないこと等の

為実測される計数は殆んど B 線で、 T 線計数は無視出来る程極めて僅かであるとt,.. r 線の

計数寄与に対しては考慮せず、計数カリウム含蓋の直翻函数として表わされるとしている。

しかし、 B線と r 線芍ま試料による自己吸収効果が著しく相違するから、計数成分は試料厚

と共に変化する筈で、この変化が著しいと、上述の直線性が成立しない場合が考えられる。

そこ℃試料厚による計数成分の変化を確める目的で、同一カリウム塩溶液の液厚を種々変
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えて測定を行った。その結果は、計数と液厚間の関係かB線単独の楊合に期待される如き飽和

曲線としまならないで、無限試料厚に於いても、計数は液厚と共に緩やかな増加を示し、その最は

的料厚約5 倍の変化に対し 2.5 茄程度であった。この増加分は r 線によるものと考えられる。

使用した計数管は小型で、壁厚も極めて小さく、高 B 線感度、低 r 線惑度という点では、従

蜘諸報告に見られる計数管以上と思われるので、試料厚による計数成分の変化とその影響は、

疇産カリウムの放射能測定に於ても、考慮する必要かある様に思われる。

そこで、試料密度が異なる場合に、カリウム含赳を計数の直線函数と見倣すことにより生ず

る誤差を推定する為、或は逆に、要求する精度を得るに許される試料密度の変化の巾を予知す

る為に次式を得た。

但し、

(P /P 1) -1 
D 痴＝ 一ォ一 X 1 0 0 

(P/P') (N屈的）＋ 1

p'が ：試料密度、 1i• B'N r : P に於ける B線及び r 麟汁数、 D 伶： r 線の寄

与を無視して、 PI Vこ於ける計数から推定したがに於ける計数値の、実祭の計数

からの偏位百分率。

尚、式から予想される値瓜要求に満たない時は、計数をカリウム含最の直線函数と見倣す

ことは不可であるから、その時は、密度に関する補正曲線を作成する手続が必要となる。

又、上の測定では、 Backg round 力＼試料容器の径によって変化することが認められた。

即ち、 4涅 B 線の最大飛程以下の初享では、液厚が小になるに従い、 B. G. は急増した。こ

ねま容器材質のガラメ中の放射性核種（ 40K と思われる）によるものと考えられる。

試料内の各点に於ける幾何学効率が、計数管からの距離により異なる。このことを考慮して、

推定した計数値は実測値と良く一致した。
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4 6. ウラン鉱物のガンマスペクトロメ・トリー

（原子力研） 0村上悠紀雄・鈴木佳枝

〔目 的） ウラン崩壊生成物のガンマ線スペクトルにより本邦産ウラン鉱の探鉱の目的を

達するような野外用計器をつくるためにウラン鉱物のガプマスベクトルをしらべた。

c 使用計器） ニユクレアシカゴ社製 1 チャンネルガ｀ノマスベクトロメーター (Na I直径2'’

x2’') 及びRCL社製2 5 6 チャンネルガンマスベクトロメーター（直径 1 弧i n 、厚さ 2

i n: 井戸の直径狐i n、深さ 1 ｾin) 

〔試 料） ビッチプレンド、オウチナイト、その他ウラン鉱物、殴化ウラン、イニローケ

ーキ、人形峠産オウチナイト、その他ウラ Z拡石、 U 、 Ra の崩壊生成物中の若干

（結 果） ウランの崩壊生成物中、主にRa C (214B i)によるガンマ線の中 1.7 8Mev 

による光電ピークは比較的他のものにさまたげられず判然とみられる。そこで主としてこの光

電ビークによる上記目的の達成の可能性をこれら 1 0 種類の試料についてしらべた。その代表

す゚示こt
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オウチナイトのガゾマスペクトル

□。:73Mev
256ヂヤ冴ルガンマスペクトロメー—

ゲイン5、区ンヂ32767

アキユムレーンヨン 200 秒

デテリテイプ電圧 7 55 やレト

チャンネル幅 0.4 % 

1, 108MeV 

1,36MeV 

¥ 1.77Mev 
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又U、 R a の崩壊生成物より Ra B及びRa C をわけこれについて上の推測にもとづく 1.7

8MeV の光電1:::.·ークをたしかめた。その分離方法はジチゾン抽出法、 BiC 13(00 (}JH3) 

）法などによつた。この他妨害になるものには 4°K (1.4 6Mcv) Th c" (2.2DMeV) そ
6 

の他が考えられる。

本邦に今までみられたウラン鉱石についてこの方法を用いた結果をのべる。

参考文熙 A/cont (1958) Pバ 249

4 7. c r 、 r) 反応による放射化について（第 9 報）

C r 、 r) 反応によるコバルト 6 o r 線の線量測定法（その 2)

（原子力研） 0 吉原賢二、 （教育大学理）池田長生

われわれはコバルト 6 D の r 線によりインジウムに Cr 、 r) 反応が起ることを利用して、

逆に、この反応によりコバルト 6 D の r 線の線量測定ができることを示した。しかし、この場

合はある特定位置の線誠率をそのたびごとにほかの線蓋測定法で決定し、それと比較すること

によつて線最をさだめるという不便さがあった。今回は Cr 、 r) 反応にあずかる共鳴吸収線

に関しての放射化断面積が一定であることに着目し、この値を用いて計算によつて放射能測定

鰤ふその位置の線羹率をさだめる方法について検討した。

計算の方法はつぎの通りである。

生成放射能の飽和値をA (dps) インジウムの原子数をN、全体の放射化断面積をa (ci) 

r 線フラックスをf (quanta/r;i sec) とすると、

A=Naf (1) 

であるから、

f=A/N/J (2) 
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ftまq uan ta/c点． sec単位であるから、コバルト 6 Dr 線の線最率として r/1J.r 単位にな

おし、これをD であらわすと、

D= ーニ . 五 = 4.5 6 X 10ー2、8 ~ (3) 
455x1 05 N6 ヽ

である。ただしA 。はインジウム 1 ?-当りの飽和生成放射能をあらわす。

叫すでに報告した 1) ように、

ga (µ—µ') ro 
g=  - n 。 (¢1 +¢2 ）ア e ( 1-e —µro) (4) 
2 

で与えられる。ただしn 。しま散乱体の電子密変、¢ 1‘¢ 2 はコバルト 60 の1. 33MeV と

1. 17MeV の r 線からインジウムの Cr 、 r) 反応の1. 0 4MeV の共鳴吸収線が生じるよ

うなコンプトン散乱に関する電子の散乱断面積である。ga tま 115I n の1. 04Mev の共嗚

吸収線に関する放射化断面積である。µは1. 3 3 M8V と1. 1 7 MeV の r 線に対するその物

質の平均の吸収係数µは1.04Me呼D”豚対す在及収係数であるoRoば枚乱体の厚さである。

いろいろな物質について厚さをかえたときの 6 の変化叙4)式によって計算し、図を作ってお

く。この図からある厚さの散乱体による 6 を求めることができる。

g a tまM i ller、 Waldman ら(2)によつて 1 0 —2 2 品のオーダーのものと与えられてい

る。しかしくわしい値は知られていないので、これを求めるために日本原子力研究所の 1 万キ

ユリーのコバルト 6o r 線源の中央にインジウムを置いて放射化し、 (4)式から(1 a を逆算した。

その麟 0.6 X 1 0 -2~函となった。

1 万キゥリーコ・バルト 6 or 線源のまわりにインジウムをおいて、つぎの三つの場合につい

て線擾測定をおこなった。 (a)しやヘイなしの場合、 (b) 0. 7 I"／点の黄銅しやヘイのある場合、

(c)3.8 ?'／国の黄銅しやヘイのある場合。

その結果、計算によって得られた線最率はビクトリーン線量率計により測定されt崎泉量率と

大体士 1 5 茄以内の誤差で一致することがわかった。ビクトリーン線起率計の誤差が土 1 5 % 

であることを考えるとかなりよい一致であるといえる。

1) 吉原、池田； Rad i o i so t o p es!..、 17 (1958) 
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2) w.c.M i ller,B.wa1dma.n; phy s.Rev.]_旦， 425(1949)
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